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●  アニマルサンクチュアリ  ●

多くの人々が自然と共生するために

　

　今年のレンジャーの課題の一つに、

「アニマルサンクチュアリ」として、

人と野生動物が棲み分けながら共存

する取組が加わりました。

書物や研究者の報告書には色々なこ

とが書かれていますが、概念の域を

出ないのがほとんどだと思います。

そこで、私たちは試行錯誤を繰り返

しながら、実際に野生動物と棲み分

けながら共存して、生物多様性を担

保して豊かな自然を次世代に残して

ゆく取組を始めました。

　昔の話を地域の古老から聞くと、

生活そのものが自然と共存する暮ら

しをしていたことが解ります。しか

し、現在は、暮らし方も変わり、森

を維持してゆく術も危うくなってい

ます。そんな中で、新しい形での森

との関わりを模索しなければと考え

ます。冬には、奥山に野生動物のエ

サとなる堅果類（ヤマグリ）をパッ

チ状に木を切って植え始めました。

また、この夏には、人家周辺で、野

生動物が隠れ家として潜むヤブの刈

り払いにも手を付け始めました。ま

だ、試験的な取り組みで、空いた時

間でと草刈をしている状況ですが、

この秋に収穫を迎える畑が荒らされ

ないことを願っています。

　このような取り組みで、チェーン

ソーや草刈り機などの作業機械が重

要な道具となっています。

　かつての暮らしでは、腰鋸と大鎌

で日々の暮らしの中でこなしていた

作業ですが、私たちは、作業の為に

時間を作って山に入ることになり、

効率が一つの重要な要件になってい

ます。

  同様に、あきる野市の「恵みの森」

の取り組みのなかでボランティア

として山に入る方も出てきました。

当然、山林や里山の管理でチェー

ンソーなどの機械を使う機会も増

えてきます。特にチェーンソーで

の事故は重傷事故や死亡事故も多

く、大変危険な道具と言えます。

そこで、チェーンソーのメンテナ

ンスや初歩的な安全な取扱いの講

習会を「NPO 法人 ふるさとの森づ

くりセンター」との共催で「きこ

り講座」という形で行っています。

　これからも多くの方が、安全に

「あきる野の森づくり」に参加され

ることを願っています。（杉野）
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↑ 分解掃除
← チェーンソー講習会の様子
　（ｻﾎﾟｰﾄﾚﾝｼﾞｬｰの協力のもと）

パッチ状に木を切り、空が見えます



↑ 計測後、瀬音の湯付近の
　  秋川に放しました。

↑ ニホンイシガメ　
　絶滅危惧ⅠA類（東京都レッドリスト）
　主に山麓部の河川、沼地、水田などに生息
　


